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●
辺
野
古
新
基
地
建
設
工

事
に
つ
い
て
の
陳
情

　
　
　

戦
争
を
さ
せ
な

い
１
０
０
０
人
委
員
会
・

き
そ代

表　

森
山　

直
保

九
条
の
会
木
曽
連
絡
会

代
表　

小
松　

功

　
　
　

趣
旨
採
択

●「
後
期
高
齢
者
の
医
療
費

窓
口
負
担
の
見
直
し
」に

あ
た
り
原
則
１
割
負
担

の
継
続
を
求
め
る
意
見

書
採
択
に
つ
い
て

　
　
　

全
日
本
年
金
者

組
合
木
曽
支
部

支
部
長　

古
畑　

昌
夫

　
　
　

採
択
・
意
見
書

送
付

●
地
域
医
療
の
充
実
を
求

め
る
要
望
書

　
　
　

南
木
曽
の
医
療

を
守
る
会

呼
び
か
け
人
代
表

松
原　

ひ
ろ
み

　
　
　

採
択
・
意
見
書

送
付 請

願
・
陳
情

提
出
者

結　

果

提
出
者

結　

果

提
出
者

結　

果

令和元年６月定例会　可決議案
予算関連議案 賛否

●令和元年度　補正予算 ・一般会計の補正は6099万8千円増額し、
総額37億8999万円となります。

全員
一致

一般議案 賛否
●平成30年度一般会計繰越明許費
の報告

・小中学校空調設備整備事業、国土強靭化事業、雨量観測装置更
新事業など13件が令和元年度に繰り越されました。

全員
一致

条例の改正 賛否

●南木曽町税条例等の一部改正
・地方税法等の一部を改正する法律の公布に伴う改正です。主に、
法人税割の税率の引き下げ、軽自動車税の環境性能割の臨時的
軽減・グリーン化特例の改正などです。

全員
一致

同意案件 賛否

●固定資産評価員の選任に同意 袖川　きよみ（新任）：南木曽町吾妻 全員
一致

●教育長の任命に同意 伊藤　信男（再任）：南木曽町田立 全員
一致

専決処分事項の報告案件 賛否

●南木曽町税条例の一部改正 ・地方税法等の一部を改正する法律の公布により、住宅借入金
等特別控除期間の延長等を改正しました。

全員
一致

●国民健康保険税条例の改正 ・地方税法等を改正する法律の公布により、賦課限度額を見直
し、低所得者に係る保険料軽減の拡充が行われました。

全員
一致

議員発議 賛否
●新たな過疎対策法の制定に関する
意見書

引き続き、総合的な過疎対策の充実・強化を求めるための意見書
結果　可決・意見書送付

全員
一致

審議内容
掲載P.12

木曽広域連合5月臨時会・6月定例会の主な内
容は次のとおり。
【5月臨時会】
●平成30年度一般会計補正予算（第5号）（専決）
486万円を追加し総額39億8525万1千円とな

りました。
●平成30年度一般会計補正予算（第6号）（専決）
59万4千円を減額し総額39億8465万7千円と
なりました。
●工事請負契約の締結
契約目的 　平成31年度木曽地域高度情報化網光化促進
契約金額 　11億880万円
契約の相手方 　NECネッツエスアイ株式会社甲信支店

●監査委員の選任に同意
唐澤　重明（木祖村）、鈴木　武（大桑村）

【6月定例会】
●職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の改正
●火災予防条例の改正
●消防賞じゅつ金及び殉職者特別賞じゅつ金条例
の改正
●介護保険条例の改正
●令和元年度一般会計補正予算（第1号）
162万7千円を追加し総額40億6817万円とな

りました。
●令和元年度介護保険特別会計補正予算（第1号）
516万4千円を減額し総額42億6988万3千円と
なりました。

木曽広域連合議会報告
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◆
防
災
重
点
た
め
池
を
町

内
に
３
箇
所

　
　

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
作
成
と
は
。

　
　

町
内
に
は
９
箇
所
の

た
め
池
が
あ
り
ま
す
が
、

最
近
３
箇
所
が
防
災
重
点

た
め
池
に
指
定
さ
れ
た
の

で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
す
。

町
の
既
設
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
更
新
に
併
せ
て
作

成
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　

防
災
重
点
た
め
池
の

場
所
は
。

　
　

西
日
本
豪
雨
の
あ
と
、

国
か
ら
緊
急
点
検
指
示
が

あ
り
、
昨
年
８
月
に
県
職

員
と
目
視
に
よ
る
状
況
確

認
を
し
ま
し
た
。

恋
野
地
区
の
大
屋
た
め

池
、
橋
場
地
区
の
大
島
た

め
池
、
向
粟
畑
地
区
の
禰

宜
様
た
め
池
で
す
。

判
断
基
準
は
、
土
砂
災

防
災
関
係

内
に

Q
プ

AQ場
所

A

害
防
止
法
の
土
砂
災
害
警

戒
区
域
内
に
あ
る
か
、
た

め
池
の
下
流
１
０
０
ｍ
未

満
の
浸
水
区
域
内
に
家
屋

や
公
共
施
設
な
ど
が
あ
る

か
な
ど
で
す
。

◆
三
軒
屋
小
規
模
水
道

　
　

三
軒
屋
小
規
模
水
道

に
蘭
簡
易
水
道
の
水
を
給

水
す
る
が
、
個
人
水
道
へ

は
。

　
　

個
人
水
道
に
も
給
水

し
ま
す
。

　
　

三
軒
屋
に
蘭
簡
水
の

水
を
給
水
す
る
場
合
、
簡

水
の
給
水
区
域
の
拡
張
は

行
う
の
か
。

　
　

検
討
し
ま
す
。

◆
水
道
施
設
の
維
持
管
理

　
　

蘭
簡
水
で
は
大
規
模

事
業
所
の
利
用
が
あ
る
が
、

水
量
は
足
り
て
い
る
か
。

　
　

大
山
高
区
と
向
ケ
原

水
道
関
係

◆
三

QはAQ行A◆
水

Q水
量

A

水
源
で
対
応
し
て
い
ま
す

が
、
断
水
が
な
い
よ
う
維

持
管
理
は
徹
底
し
て
い
ま

す
。

　
　

水
道
施
設
の
草
刈

り
、伐
木
な
ど
も
し
っ
か
り

と
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
観
光
協
会
施
設
に
農
協

の
妻
籠
出
張
所
を
使
用

（
全
協
質
疑
参
照
P. 

21
）

　
　

農
協
の
妻
籠
出
張
所

建
物
を
観
光
協
会
の
施
設

と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
、

整
備
費
１
２
６
８
万
円
の

内
容
は
。

　
　

こ
の
事
業
で
床
の
張

替
え
や
ト
イ
レ
改
修
な
ど

の
内
装
を
実
施
し
、
外
装

に
つ
い
て
は
重
伝
建
事
業

の
活
用
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

　
　

ま
だ
土
地
・
建
物
の

取
得
が
さ
れ
て
い
な
い
段

階
で
、
施
設
整
備
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
不
自
然
で
あ
る
が
、
町

と
し
て
の
考
え
は
。

　
　

国
庫
補
助
金
を
受
け

る
た
め
に
予
算
計
上
し
ま

し
た
。
土
地
・
建
物
の
取

す要
望観

光
関
係

（
全
協

Q内
容

AQとA

得
後
に
施
設
整
備
を
実
施

し
ま
す
。

　
　

観
光
協
会
の
法
人
化

に
あ
た
っ
て
、
自
立
し
て

い
く
た
め
の
収
益
事
業
は

何
か
。

　
　

妻
籠
を
中
心
と
し
た

観
光
地
を
結
ぶ
旅
行
商
品

の
開
発
、
店
頭
で
の
販
売

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
大
型
バ
ス
交
通
規
制

　
　

以
前
は
南
木
曽
駅
へ

の
大
型
バ
ス
乗
り
入
れ
が

で
き
た
。
観
光
面
か
ら
考

え
て
も
今
の
規
制
は
マ
イ

ナ
ス
で
は
な
い
か
。

　
　

交
通
規
制
の
点
は
よ

く
調
べ
、
町
と
し
て
で
き

る
こ
と
は
積
極
的
に
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
放
課
後
子
ど
も
教
室
整
備

　
　

放
課
後
子
ど
も
教
室

の
部
屋
を
広
く
す
る
計
画

は
あ
る
か
。

　
　

当
初
の
予
想
よ
り
利

用
も
多
く
、
手
狭
に
な
っ

て
い
ま
す
。
集
合
し
て
勉

強
し
た
後
は
、
体
育
館
や

校
庭
な
ど
他
の
ス
ペ
ー
ス

Q何
か

A◆
大

Qナ
ス

A教
育
関
係

◆
放

Qは
あ

A

を
活
用
し
て
分
散
し
て
過

ご
す
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

部
屋
の
仕
切
り
、
子
ど

も
と
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
過

ご
し
方
の
工
夫
や
学
年
別

の
対
応
な
ど
の
環
境
づ
く

り
を
含
め
検
討
は
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
安
全
な
通
学
路
の
た
め
、

横
断
歩
道
設
置

　
　

役
場
南
、
森
林
管
理

署
前
、
坂
の
下
の
降
り
口

な
ど
の
交
差
点
、
中
学
校

入
り
口
の
交
差
点
な
ど
、

横
断
歩
道
が
無
い
場
所
で

の
横
断
が
あ
る
。
安
全
面

に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

　
　

以
前
か
ら
要
望
が
あ

り
ま
す
が
、
横
断
歩
道
の

横
断

Qに
つ

A

設
置
は
公
安
と
の
調
整
で
、

近
隣
に
何
箇
所
も
作
れ
な

い
と
い
う
制
約
が
あ
り
現

状
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

◆
県
道
大
沢
田
橋
の
歩
道

橋
計
画

　
　

県
道
大
沢
田
橋
の
歩

道
橋
計
画
の
状
況
は
。

　
　

平
成
26
年
に
工
事
の

予
定
で
し
た
が
、
梨
子
沢

災
害
で
止
ま
っ
て
ま
し
た
。

今
年
度
、
県
で
歩
道
橋

の
設
計
を
行
い
、
工
事
は

来
年
度
末
に
着
工
の
予
定

で
す
。
歩
道
橋
は
橋
の
下

流
側
に
設
置
す
る
た
め
、

来
年
度
中
に
下
流
側
の
水

管
橋
移
設
を
町
で
行
う
予

定
で
す
。

橋
計

Q道
橋

A

補
正
予
算
審
議
概
要

令
和
元
年
６
月
期
予
算（
一
般
会
計
、特
別
会
計
）

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令和元年６月期補正予算（6/20決）
一般会計補正予算　6099万8千円を増額

総額　37億8999万8千円に
●会計別補正予算

会　　　　　　　計 補正額 補正後の金額
一般会計 60,998 3,789,998
国民健康保険特別会計 2,888 384,090
簡易水道事業特別会計 4,002 165,447
下水道事業特別会計 775 83,925
農業集落排水事業特別会計 △ 102 76,748
浄化槽市町村整備推進事業特別会計 3,441 114,158

●一般会計補正の主なもの
事　　　業　　　名 金　　　額

小水力発電整備事業 14,430
観光資源化支援事業 12,683

民生費補助金
幼児教育・保育無償化システム改修事業 7,500

保育所運営事業経費
幼児教育・保育無償化システム改修事業 6,744
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◆
通
学
路
の
管
理
整
備

　
　

上
の
原
か
ら
新
町
へ

の
通
学
路
は
、
田
ん
ぼ
の

土
手
の
よ
う
な
道
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
箇
所
の
整
備

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

通
学
路
の
使
い
方
の

状
況
を
確
認
す
る
中
で
、

対
応
で
き
る
も
の
は
検
討

し
ま
す
。

◆
旧
蘭
小
の
階
段
修
繕

　
　

旧
蘭
小
学
校
の
階
段

修
繕
費
と
は
。

　
　

山
本
学
園
が
開
校
の

準
備
を
進
め
て
お
り
、
老

朽
化
し
て
い
る
校
舎
外
側

の
階
段
を
修
繕
す
る
も
の

で
す
。

◆
小
・
中
学
校
の
集
金
実

務
の
改
善
を

　
　

小
中
学
校
の
給
食
費

な
ど
の
集
金
事
務
の
負
担

が
先
生
に
掛
か
っ
て
い
る

が
、
国
も
働
き
方
改
革
の

中
で
改
善
を
取
り
上
げ
て

い
る
。
ま
た
、
口
座
振
込

手
数
料
の
扱
い
は
。

　
　

給
食
費
、
学
年
費
、

旅
行
貯
金
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費

な
ど
で
、
小
学
校
で
は
月

平
均
7
千
円
ほ
ど
、
中
学

校
で
は
月
平
均
1
万
2
千

◆
通

Qは
ど

A◆
旧

Q修
繕

A務
の

Q手
数

A

円
ほ
ど
の
集
金
額
に
な
っ

て
い
ま
す
。
農
協
口
座
の

手
数
料
は
保
護
者
負
担
に

な
っ
て
い
ま
す
。

他
町
村
の
動
向
も
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◆
「
ひ
の
き
笠
」
売
込
み

　
　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
日
よ
け
・
暑
さ
対
策
と

し
て
、
町
特
産
品
の
「
ひ

の
き
笠
」
を
売
り
込
ん
で

は
ど
う
か
。

　
　

利
用
し
て
も
ら
え
る

か
、
既
に
県
と
も
相
談
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

聖
火
も
妻
籠
宿
を

通
る
こ
と
に
な
っ
た
。

暑
い
時
は
網
目
が
ゆ
る

み
涼
し
く
、
雨
に
濡
れ
れ

ば
目
が
し
ま
る
と
い
う
素

晴
ら
し
い
ひ
の
き
笠
の
Ｐ

Ｒ
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
係

◆
「

Qは
ど

Aて
い
る

要
望

◆
教
育
施
設
の
設
置
状
況

　
　

学
校
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
備
の
状
況
は
。

　
　

保
育
園
、
小
・
中
学

校
に
設
置
し
て
あ
り
、小
・

中
学
校
は
校
舎
、
体
育
館

な
ど
に
各
9
台
で
す
。

◆
町
の
施
設
管
理
の
た
め

の
カ
メ
ラ
設
置

　
　

観
光
施
設
管
理
費
の

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
と
は
。

　
　

天
白
公
園
に
カ
メ
ラ

3
台
程
度
、
田
立
駅
前
広

場
に
2
台
程
度
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

今
回
設
置
に
踏
み
切
っ

た
の
は
、
町
有
の
施
設
管

理
や
安
全
管
理
か
ら
で
す
。

ま
た
、
警
察
か
ら
も
町

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
と
い
う

要
望
が
あ
り
、
優
先
順
位

の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
予
定

し
ま
し
た
。

妻
籠
宿
周
辺
に
つ
い
て

は
、
今
後
必
要
が
あ
れ
ば

検
討
し
ま
す
。
道
路
関
係

も
飯
田
国
道
、
木
曽
建
設

事
務
所
な
ど
道
路
管
理
者

に
設
置
の
お
願
い
を
し
て

い
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
関
係

◆
教

Q設
備

Aの
カ

Q防
犯

A

　
　

カ
メ
ラ
の
映
像
管
理

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

通
常
、
画
像
は
1
週

間
分
程
度
を
順
次
書
き
換

え
な
が
ら
保
存
し
て
い
ま

す
。犯

罪
が
発
生
し
た
場
合

な
ど
、
警
察
か
ら
の
映
像

提
供
の
申
し
出
の
際
に
は
、

捜
査
上
の
提
供
は
や
む
を

得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ル
踏
み
間
違
い

防
止
装
置
へ
の
補
助
を

　
　

高
齢
者
に
よ
る
ア
ク

セ
ル
の
踏
み
間
違
い
に
よ

る
悲
惨
な
事
故
が
発
生
し

て
い
る
。
町
内
の
高
齢
者

も
免
許
証
返
納
に
つ
い
て

悩
ん
で
い
る
が
、
返
納
後

の
日
常
生
活
が
成
り
立
た

な
く
な
る
。

Qは
ど

A安
全
運
転
関
係

防
止

Q

ア
ク
セ
ル
踏
み
間
違
い

防
止
装
置
の
取
り
付
け
費

用
へ
の
補
助
金
を
。

　
　

こ
の
よ
う
な
事
故
は

防
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
木
曽
警
察
署
か
ら
も

ア
ク
セ
ル
踏
み
間
違
い
防

止
装
置
の
取
り
付
け
費
用

へ
の
補
助
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
の
２
５
０
万
円
と
は
。

　
　

神
戸
ク
ラ
ブ
会
で
、

子
ど
も
神
輿
を
つ
く
る
た

め
の
備
品
購
入
費
で
す
。

助
成
金
の
上
限
額
は
２
５

０
万
円
、
下
限
は
１
０
０

万
円
で
す
。

◆
助
成
金
申
請
の
流
れ

　
　

各
地
区
か
ら
の
要
望

の
取
り
ま
と
め
の
流
れ
は
。

　
　

昨
年
9
月
10
日
の
ま

ち
づ
く
り
会
議
で
、
元
気

づ
く
り
支
援
金
、
地
域
づ

く
り
支
援
金
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
金
な
ど
の
申
請

に
つ
い
て
書
類
を
渡
し
て

説
明
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
会
議
に
は

用
へ

A地
域
へ
の
助
成
事
業

◆
コ

Q事
業

A◆
助

Qの
取

A

地
域
振
興
協
議
会
の
会
長
、

副
会
長
が
参
加
し
て
い
ま

す
。

　
　

申
請
時
期
は
。

　
　

来
年
度
の
申
し
込
み

は
、
本
年
度
中
に
対
応
し
、

来
年
4
月
初
め
の
申
請
で

す
。

◆
助
成
事
業
の
維
持
管
理

　
　

助
成
を
受
け
た
事
業

の
維
持
・
管
理
な
ど
は
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
の
場
合
は
、
購
入
備

品
に
シ
ー
ル
な
ど
で
事
業

の
明
示
が
必
要
で
す
。

一
般
の
補
助
で
は
10
年

程
度
の
管
理
と
管
理
簿
の

作
成
に
よ
る
整
理
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

◆
助
成
事
業
へ
の
申
請
が

少
な
い
が

　
　

元
気
づ
く
り
支
援
金

は
、
町
か
ら
の
申
請
が
2

件
ほ
ど
と
少
な
い
。

　
　

2
次
募
集
が
あ
り
ま

す
の
で
、
応
募
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
会
議
の
中

で
説
明
し
、
元
気
づ
く
り

支
援
金
に
つ
い
て
申
請
を

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

QQA◆
助

Qの
維

A少
な

Q件
ほ

A

町の特産品である「ひのき笠」

駅に設置されている防犯カメラ
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 ※一般質問の質疑内容は各議員の編集によります。

　
　

現
在
、
い
も
ち
病
と

カ
メ
ム
シ
に
よ
る
斑
点
米

の
被
害
が
多
発
し
て
い
る
。

水
田
の
防
除
に
つ
い
て
は
、

木
曽
郡
農
作
物
等
防
除
組

合
で
7
月
と
8
月
の
2
回

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
薬
剤
散
布
を
行
っ
て
お

り
、
町
内
農
地
の
二
分
の

一
の
面
積
が
委
託
し
て
い

る
。
ま
た
、
町
は
木
曽
郡

全
体
の
三
分
の
一
の
面
積

で
実
施
し
て
い
る
。

防
除
組
合
で
、
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
を
管
理
し
て

い
る
農
業
共
済
組
合
が
県

で
一
つ
の
組
織
に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、県
下
で
も「
木

曽
郡
特
有
の
無
人
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
の
防
除
が
ど
う

な
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と

い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
町

の
考
え
は
。

　
　

防
除
組
合
は
、
農
業

共
済
組
合
が
事
務
局
と
な

っ
て
取
り
ま
と

め
か
ら
実
際
の

防
除
ま
で
行
っ

て
お
り
、
平
成

30
年
に
県
下
4

つ
の
農
業
共
済

組
合
が
一
つ
に

な
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
防
除
を

行
っ
て
い
る
の

は
木
曽
郡
特
有

で
あ
る
た
め
一

つ
の
組
織
に
な

っ
た
こ
と
で
、

継
続
さ
れ
る
か

心
配
し
て
い
ま

し
た
が
、「
今

の
と
こ
ろ
防
除

を
や
め
る
つ
も
り
は
な

い
」
と
言
う
返
答
で
し
た
。

た
だ
、
今
の
機
体
が
整

備
の
時
期
に
来
て
い
る
た

め
費
用
が
掛
か
る
こ
と
や

更
新
時
期
に
な
っ
た
と
き

に
は
、
続
け
ら
れ
る
か
不

安
は
残
り
ま
す
。

　
　

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た

防
除
の
見
学
会
を
行
っ
た

が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
2
年
続
け
て
農
技
連

で
防
除
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
行
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
無
人
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
更
新
費
用
が
一

機
１
，３
０
０
万
円
ほ
ど

か
か
る
よ
う
で
す
。
今
後

は
、
ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て

も
調
査
、
研
究
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

　
　

し
っ
か
り
と
調
査
、

研
究
を
し
て
い
た
だ
き
、

更
新
費
用
な
ど
農
家
の
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
た
い
。
ま
た
、
ド

ロ
ー
ン
に
引
き
継
ぐ
な
ら

防
除
に
切
れ
目
が
な
い
よ

う
、
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

Q

の
考

A

Q説
明

A意
見

◆松原　崇文 議員
今後の水田防除に対する町の考えは

◆矢澤　和重 議員
若者にチャンスを

◆近藤　　隆 議員
農地の再ほ場整備はできないか

◆赤坂　　孝 議員
老人福祉計画の進捗状況は

7人の議員が一般質問
―次ページから内容を掲載（順不同） ―

  ６月定例会  

◆坂本　　満 議員
補聴器への補助を
利用しやすい乗合タクシーを

◆早川　親利 議員
南木曽産材の利用促進は
森林環境譲与税導入に伴う森林管理システム作りの内容は

◆伊藤　寿子 議員
子どもたちの安心安全対策は
あすなろ荘の現状をどう見るか

今後の水田防除に対する町の考えは
　　ドローンを調査研究して対策を検討していく答

松
原　

崇
文 

議
員

水
田
防
除
の
現
状
と
今
後
の
対
策
は

「ドローンを使った防除の見学会」
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若者にチャンスを
　　行政の枠にとらわれず
若者の目線に立って応援していく

答

矢
澤　

和
重 

議
員

　
　

地
方
創
生
総
合
戦
略

事
業
の
中
で
、
若
者
に
よ

る
意
見
交
換
会
を
組
織
化

し
て
、
若
者
ま
ち
づ
く
り

会
議
と
し
て
事
業
を
行
っ

て
い
る
が
、
現
状
と
今
後

の
活
動
状
況
は
。

　
　

今
年
の
2
月
に
若
者

交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

大
運
動
会
を
開
催
し
、
交

流
や
情
報
交
換
が
で
き
ま

し
た
。
行
政
の
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
、
若
者
の
目
線
に

立
っ
て
若
者
ま
ち
づ
く
り

会
議
を
開
催
し
て
、
若
者

交
流
会
や
、
ま
ち
づ
く
り

へ
の
提
言
な
ど
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
広
域
的
交

流
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

若
者
ま
ち
づ
く
り

会
議
の
活
動
に
期
待
し
て

い
る
。
引
き
続
き
、
若
者

の
夢
が
叶
う
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

Qの
活

A

意
見

　
　

平
成
31
年
の
中
山
道

を
歩
く
外
国
人
は
約
3
万

人
と
な
っ
て
お
り
、
3
年

前
と
比
べ
て
2.5
割
増
え
て

い
る
。
外
国
人
向
け
の
案

内
看
板
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
進
捗

状
況
は
。

　
　

中
山
道
を
中
心
に
主

要
箇
所
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
　

馬
籠
宿
か
ら
妻
籠
宿

の
英
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

あ
る
が
、
馬
籠
宿
か
ら
野

尻
ま
で
の
中
山
道
の
英
語

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
れ
な

い
か
。

　
　

中
津
川
市
と
協
力
し

て
、
新
し
い
英
語
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
計
画

が
あ
り
ま
す
の
で
、
外
国

人
が
迷
わ
ず
中
山
道
を
歩

け
る
よ
う
に
、
分
か
り
や

す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
経

済
効
果
を
、
よ
り
一
層
上

げ
る
た
め
に
は
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
の
推
進
が
必
要

だ
と
思
う
が
、
町
と
し
て

の
対
策
は
。

　
　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

は
国
の
事
業
で
、「
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
決
済
が
、
地
域
に

ど
の
程
度
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
か
」
と
い
う
実
証

実
験
が
長
野
県
で
行
わ
れ

ま
す
。
窓
口
は
商
工
会
と

な
っ
て
お
り
、
商
工
会
か

ら
事
業
者
に
周
知
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

国
の
事
業
と
し
て
、
総

務
省
で
は
統
一
Ｑ
Ｒ
「
Ｊ

Ｐ
Ｑ
Ｒ
」
普
及
事
業
や
、

経
済
産
業
省
で
は
、「
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者

還
元
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
ち
ら
も
、
商
工
会
か
ら

周
知
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Q状
況

AQい
か

A

Qの
対

A

　
　
　

ぜ
ひ
導
入
を
し
て
、

外
国
人
観
光
客
が
経
済
効

果
に
つ
な
が
る
よ
う
お
願

い
し
た
い
。

　

ま
た
、
10
月
に
消
費
税

が
10
％
に
な
る
こ
と
に
伴

い
、
町
民
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
の
還
元
に
つ
な
が
る

と
思
う
の
で
、
町
で
も
推

奨
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見

若者まちづくり会議の様子

内外から多くの観光客が訪れる妻籠宿

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
や
増
税
対
策
で

経
済
効
果
の
向
上
を
図
っ
て
ほ
し
い

若
者
の
夢
が
叶
う
ま
ち
づ
く
り
を
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農地の再ほ場整備はできないか
　　調査し検討します答

近
藤　

隆 

議
員

　
　

昨
年
の
稲
刈
り
は
長

雨
の
影
響
も
あ
り
、
田
ん

ぼ
に
機
械
が
は
ま
り
込
ん

で
作
業
が
大
変
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
農
地
の
状
況
に

つ
い
て
調
査
を
お
願
い
し

た
が
、
そ
の
結
果
は
。

　
　

結
果
に
つ
き
ま
し
て

は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
　

町
の
ほ
場
整
備
工
事

は
、
昭
和
61
年
度
か
ら
平

成
16
年
度
ま
で
行
わ
れ
古

い
と
こ
ろ
で
は
、
30
年
以

上
経
過
し
て
い
る
。
基
盤

が
傷
ん
で
い
る
可
能
性
が

高
い
と
思
わ
れ
る
が
町
の

考
え
は
。

　
　

基
盤
が
掘
れ
て
、
深

く
な
っ
た
可
能
性
は
あ
り

ま
す
。

　
　

基
盤
が
悪
い
と
他
の

農
業
者
に
も
耕
作
を
引
き

受
け
て
も
ら
え
な
い
の
で
、

田
ん
ぼ
の
基
盤
整
備
が
必

要
と
考
え
る
。

今
後
、
補
助
事
業
を
入

れ
る
た
め
に
も
、
整
備
が

必
要
な
面
積
な
ど
を
調
査

で
き
な
い
か
。

　
　

調
査
を
行
い
ま
す
。

　
　

南
木
曽
町
の
よ
う
な

農
地
が
点
在
す
る
地
域
で
、

再
ほ
場
整
備
が
で
き
る
補

助
制
度
は
あ
る
か
。

　
　

国
の
「
中
山
間
地
域

所
得
向
上
支
援
対
策
事
業

補
助
」
と
い
う
制
度
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
今
後
の
調

査
結
果
を
み
て
、
さ
ら
に

関
係
機
関
と
も
相
談
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　

最
終
的
に
、
農
家

が
再
ほ
場
整
備
を
行
う
か

の
判
断
材
料
と
し
て
、
自

己
負
担
金
が
あ
る
。
し
っ

か
り
調
べ
て
い
た
だ
き
、

町
が
ど
れ
だ
け
支
援
で
き

る
か
を
示
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
集
落
協

定
し
て
い
な
い
田
ん
ぼ
に

つ
い
て
も
調
査
を
お
願
い

し
た
い
。

　
　

農
地
を
守
っ
て
い
く

う
え
で
、
も
う
一
つ
重
要

な
も
の
に
転
作
が
あ
る
。

国
は
40
年
間
に
わ
た
っ
て
、

減
反
政
策
を
実
施
し
て
き

た
。
昨
年
度
よ
り
減
反
政

策
（
生
産
数
量
調
整
）
を

廃
止
し
た
が
、
町
へ
の
影

響
は
あ
る
か
。

　
　

昨
年
度
か
ら
減
反
面

積
を
目
標
値
と
し
て
国
か

ら
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

農
業
再
生
協
議
会
か
ら
需

要
見
通
し
を
踏
ま
え
て
目

安
値
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、減
反
政
策
廃
止
に
よ

る
影
響
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

転
作
交
付
金
も
あ
り

生
産
数
量
も
示
さ
れ
前
と

変
わ
り
が
な
い
が
、
な
ぜ

国
は
減
反
政
策
を
廃
止
し

た
の
か
。

　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
自
由
貿

易
に
対
抗
で
き
る
よ
う
な

農
家
を
作
っ
て
い
く
こ
と

も
理
由
の
一
つ
か
と
思
い

ま
す
。

　
　

コ
メ
の
自
由
貿
易
化

に
対
抗
で
き
る
の
は
、
大

規
模
農
家
で
あ
る
。
南
木

曽
の
よ
う
な
農
業
は
衰
退

し
て
し
ま
う
と
思
う
が
町

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　

さ
ら
に
コ
ス
ト
を
抑

え
る
よ
う
に
効
率
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
南
部
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
使
っ
て
安
心
安
全
を
前

面
に
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
販

売
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
　
　

コ
メ
の
自
由
化
と

農
業
従
事
者
の
減
少
や
高

齢
化
が
進
む
な
か
、
農
地

を
守
り
、
町
を
元
気
に
し

て
い
く
た
め
に
も
、
農
地

の
現
状
を
調
べ
、
し
っ
か

り
と
し
た
対
策
を
お
願
い

し
た
い
。

Qた
が

AQ

考
え

AQで
き

AQ

助
制

A要
望

Q響
は

AQた
の

AQ

る
か

A要
望

田
ん
ぼ
の
再
調
査
と

対
策
は
で
き
な
い
か

な
ぜ
国
は
減
反
政
策
を
廃
止
し
た
の
か

農地に関する
アンケート結果（概要）
調査集落 26
回収集落 25

機械がはまり込んだ集落 21
はまり込んだ主な理由
・農地の基盤が深くなった
・長雨で農地がぬかるんだ

再ほ場整備を希望する集落
する 16 しない 6

再ほ場整備を希望しない理由
後継者がいない 5

今までに補修した理由

農地が深くなり
はまり込むため

9

農地に水がたまらないため 1
排水溝の破損など 4

平成30年度　町の転作状況
品　目 面積（ha） 交付金（千円）

大　豆 0.298 98
牧　草 8.400 2,919
WCS 2.400 2,076
その他 1.000 1,652
合　計 約12ha 約6,745
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老人福祉計画の進捗状況は
　　計画通りに推移している答

赤
坂　

孝 

議
員

　
　

現
在
、
町
内
の
高
齢

者
は
約
１
７
０
０
名
い
る
。

平
成
30
年
3
月
に
3
ヶ
年

計
画
で
、
高
齢
者
の
将
来

を
見
据
え
、
安
心
と
自
立

し
た
生
活
へ
の
支
援
、
生

き
が
い
・
健
康
づ
く
り
、

介
護
予
防
、
地
域
包
括
ケ

ア
な
ど
の
計
画
が
策
定
さ

れ
た
。
実
現
に
向
け
重
点

的
に
推
進
し
て
い
る
と
思

う
。生

き
が
い
づ
く
り
の
具

体
的
な
状
況
は
。

　
　

計
画
で
は
現
状
を
ふ

ま
え
、
今
後
の
見
通
し
や

指
針
を
示
し
て
、「
住
ん

で
良
か
っ
た
、
暮
ら
し
て

良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
関
係
課

と
連
携
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

生
き
が
い
づ
く
り
に

つ
い
て
、
調
査
は
行
っ
た

か
。

　
　

計
画
策
定
時
に
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
地
域

福
祉
計
画
策
定
推
進
懇
話

会
の
中
の
高
齢
者
保
健
福

祉
部
会
で
、
高
齢
者
代
表

と
し
て
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
　

社
会
参
加
の
促
進
に

つ
い
て
、
現
状
と
具
体
的

な
取
り
組
み
内
容
は
。

　
　

今
ま
で
町
内
7
地
区

に
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
中

心
と
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

昨
年
度
末
ま
で
で
1
地
区

の
ク
ラ
ブ
が
解
散
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
、
会
員
の

確
保
や
活
動
内
容
の
見
直

し
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

老
人
福
祉
計
画
の
中
で

は
、
社
会
参
加
促
進
や
生

き
が
い
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
は
町
か
ら
仕
事
を
発
注

す
る
な
ど
支
援
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
支
え
合

い
事
業
と
し
て
、
平
成
28

年
度
か
ら
社
協
に
委
託
し

て
い
る
「
南
木
曽
お
た
す

け
隊
」
で
は
約
80
名
の
協

力
会
員
が
得
意
分
野
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。
町
内
31

ヶ
所
で
開
催
さ
れ
て
い
る

サ
ロ
ン
や
、
い
き
い
き
料

理
教
室
な
ど
の
介
護
予
防

事
業
も
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
が
、
地
域
社

会
の
中
で
生
き
が
い
を
も

っ
て
参
加
で
き
る
よ
う
、

各
種
団
体
と
連
携
を
図
り

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
　

介
護
予
防
、
健
康
づ

く
り
の
具
体
的
な
取
組
状

況
は
。

　
　

一
般
介
護
予
防
事
業

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ぎ
そ
福
祉

会
に
よ
る
、
65
歳
以
上
を

対
象
と
し
た
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
を
、
町
内
5
ヶ
所

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
分
館
ご
と

に
、
住
民
が
主
体
と
な
っ

た
自
主
運
動
教
室
や
木
曽

病
院
の
職
員
に
よ
る
サ
ロ

ン
、
自
宅
で
で
き
る
寝
た

き
り
予
防
体
操
、
認
知
症

予
防
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　

老
々
介
護
に
つ
い
て
、

町
の
現
状
と
対
応
は
。

　
　

平
成
27
年
度
の
時
点

で
、
高
齢
者
単
独
世
帯
は

２
８
４
戸
、
夫
婦
の
み
世

帯
は
３
２
８
戸
と
な
っ
て

お
り
、
介
護
が
必
要
な
人

が
出
る
と
「
老
々
介
護
」

と
な
る
状
態
で
す
。

介
護
を
す
る
人
の
体
調

不
良
や
緊
急
時
は
、
担
当

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
協

力
し
て
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
対
応
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　
　

宅
老
所
、
ヘ
ル
パ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
建

設
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　
　

社
協
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
が
減
少
傾
向
な

の
で
、
利
用
者
の
動
向
を

注
視
し
て
い
ま
す
。
早
い

段
階
で
計
画
し
て
い
ま
し

た
が
、
実
施
時
期
は
慎
重

に
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　

認
知
症
カ
フ
ェ
事
業

の
状
況
は
。

　
　

三
留
野
・
田
立
地
区

の
2
ヶ
所
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
　

ほ
か
の
地
区
で
も
開

催
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

　
　

吾
妻
地
区
で
の
開
催

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
カ

フ
ェ
事
業
は
、
平
成
31
年

度
か
ら
社
協
に
委
託
し
て

お
り
、
落
ち
着
い
た
段
階

で
増
や
す
予
定
で
す
。

　
　
　

免
許
証
返
納
な
ど

に
よ
り
交
通
手
段
が
限
ら

れ
る
た
め
、
各
地
区
や
公

民
館
単
位
で
開
催
で
き
る

よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

　
　

計
画
策
定
か
ら
1
年

経
過
し
た
が
、
現
状
は
。

　
　

概
ね
順
調
な
実
績
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

総
合
計
画
に
掲
げ

る
事
業
で
、
高
齢
者
に
と

っ
て
良
い
計
画
だ
と
思
う
。

計
画
期
間
後
も
継
続
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

Q体
的

AQかA

Qな
取

A

Q況
は

A

Q町
の

AQる
か

AQの
状

A

Q催
す

A要
望

Q経
過

A要
望

老
人
福
祉
計
画
に
よ
る
支
援
で

高
齢
者
の
充
実
し
た
生
活
を
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補聴器への補助を
　　方法を含め検討していきたい

利用しやすい乗合タクシーを
　　今後、検討したいとは思います

答

答

坂
本　

満 

議
員

　
　

難
聴
に
よ
る
周
囲
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

不
足
は
、
認
知
症
の
危
険

因
子
で
も
あ
る
。
補
聴
器

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
は

80
歳
代
で
は
3
〜
4
割
と

い
う
が
高
価
で
も
あ
る
。

難
聴
対
策
と
し
て
、
補

聴
器
へ
の
補
助
制
度
が
で

き
な
い
か
。

　
　

聴
力
の
低
下
が
認
知

機
能
に
影
響
す
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
ま
す
。

木
曽
町
で
は
、
65
歳
以

上
の
聴
力
低
下
し
た
方
に

対
し
、
補
聴
器
の
補
助
制

度
が
あ
り
、
町
で
も
方
法

を
含
め
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

Q

A

　
　

北
部
な
ど
で
は
、
下

校
時
に
バ
ス
停
か
ら
先
で

ク
マ
が
出
た
り
す
る
た
め
、

早
い
下
校
時
に
は
保
護
者

は
仕
事
を
休
ん
で
迎
え
に

行
く
。

運
転
が
出
来
な
い
住
民

は
買
い
物
や
通
院
な
ど
生

活
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

誰
も
が
利
用
で
き
る
交
通

対
策
と
し
て
、
大
桑
村
の

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
よ
う
な

仕
組
み
が
で
き
な
い
か
。

　
　

町
で
は
南
木
曽
駅
を

基
点
に
バ
ス
や
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
し
て

い
ま
す
。
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
利
用
度
は
地
区
に
よ
っ

て
は
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
地
域
内
の
周

遊
は
あ
ま
り
検
討
し
て
お

ら
ず
、
今
後
検
討
し
た
い

と
は
思
い
ま
す
が
、
事
業

者
の
体
制
の
課
題
も
あ
り

ま
す
。

Q

A

　
　

ト
ン
ネ
ル
陥
没
事
故

を
起
こ
し
た
山
口
工
区
の

保
全
計
画
に
は
、
南
木
曽

町
に
つ
い
て
の
具
体
的
な

記
載
や
、
長
野
県
へ
の
連

絡
に
つ
い
て
も
記
載
が
無

い
。
不
十
分
な
計
画
で
は

な
い
か
。

　
　

山
口
工
区
の
環
境
保

全
計
画
に
つ
い
て
は
、
策

定
当
時
Ｊ
Ｒ
か
ら
町
に
直

接
説
明
は
な
く
、
町
へ
の

連
絡
体
制
も
十
分
記
載
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
、
妻
籠
水
道
水

源
の
県
の
同
意
条
件
に
基

づ
い
て
、
県
と
連
携
し
て

Ｊ
Ｒ
東
海
に
き
ち
ん
と
協

議
す
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。

　
　

Ｊ
Ｒ
の
資
料
に
よ
れ

ば
、
広
瀨
非
常
口
は
ト
ン

ネ
ル
入
口
か
ら
向
ヶ
原
水

源
へ
の
影
響
範
囲
に
入
る
。

Ｊ
Ｒ
に
と
っ
て
万
が
一
の

対
策
は
急
ぐ
こ
と
に
な
る

が
。

　
　

町
は
万
が
一
の
際
に

水
が
出
な
い
の
で
は
納
得

が
い
か
な
い
と
し
て
、
事

前
に
対
策
を
と
る
こ
と
を

主
張
し
て
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
ト
ン
ネ

ル
を
掘
削
す
る
前
に
、
万

が
一
の
事
前
の
対
策
を
水

道
水
源
ご
と
に
取
る
と
し

て
い
ま
す
。

　
　

住
民
に
対
し
て
Ｊ
Ｒ

と
の
基
本
的
な
確
認
事
項

（
案
）
や
別
途
文
書
に
つ

い
て
、
公
開
の
説
明
や
議

論
が
で
き
な
い
か
。

　
　

5
月
9
日
の
リ
ニ
ア

対
策
協
議
会
の
後
、
Ｊ
Ｒ

と
協
議
し
、
確
認
事
項

（
案
）
の
内
容
と
協
議
会

の
意
見
を
「
広
報
な
ぎ
そ

7
月
号
」
に
載
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

山
口
工
区
の
陥
没

事
故
と
不
十
分
な

環
境
保
全
計
画

Qな
い

A

水
源
へ
の
影
響
時

期
と
Ｊ
Ｒ
の
対
策

QがA

住
民
へ
は

公
開
し
て
説
明
を

Q論
が

A

高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

原
因
と
し
て
難
聴
、
対
策
を

運
転
が
出
来
な
い
住
民
も

利
用
し
易
い
交
通
対
策
を

　
　

5
年
前
の
梨
子
沢
災

害
の
継
承
、
記
録
作
成
は
。

　
　

多
治
見
砂
防
国
道
事

務
所
、
森
林
管
理
署
南
木

曽
支
署
、
木
曽
建
設
事
務

所
、
南
木
曽
町
に
よ
る
小

冊
子
、「
梨
子
沢
土
石
流

災
害
の
記
録
」
が
6
月
末

に
出
来
上
が
る
予
定
で
す
。

　
　

坂
下
病
院
診
療
所
化

医
療
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を
。

　
　

耳
鼻
科
、
泌
尿
器
科

が
集
約
さ
れ
た
段
階
を
考

え
て
い
ま
す
。

Q害
の

AQ医
療

A

水源とリニア路線の位置関係図

リ
ニ
ア
計
画
の
課
題
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南木曽産材の利用促進は
　　公共施設や個人住宅などに利用できるよう検討中

森林環境譲与税導入に伴う森林管理システム作りの内容は
　　森林経営計画森林と保安林以外の私有林が対象

答

答

早
川　

親
利 

議
員

　
　

町
の
木
材
利
用
調
査

結
果
を
見
る
と
、
木
材
利

用
推
進
と
展
望
で
は
、
国

内
最
高
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
国
有
林

に
依
存
さ
れ
て
お
り
民
有

林
か
ら
の
素
材
生
産
が
き

わ
め
て
少
な
い
と
し
て
い

る
。
町
内
で
生
産
さ
れ
た

木
材
（
南
木
曽
産
材
）
を

公
共
施
設
や
民
間
住
宅
等

に
利
用
す
べ
き
と
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方

法
で
利
用
す
る
の
か
。

　
　

公
共
施
設
へ
の
利
用

は
、
妻
籠
分
館
建
設
に
あ

た
り
「
妻
籠
分
館
（
町
並

み
交
流
セ
ン
タ
ー
）
木
造

建
築
推
進
委
員
会
」
で
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
　

個
人
住
宅
建
設
な
ど

で
の
利
用
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

　
　

南
木
曽
産
材
を
利
用

す
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
、
一
定

量
使
用
し
た
場
合
は
、
何

ら
か
の
支
援（
補
助
金
等
）

を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

個
人
が
、
南
木
曽
産

材
を
利
用
す
る
に
は
、
ど

こ
で
購
入
で
き
る
の
か
。

　
　

南
木
曽
産
材
を
ど
こ

で
販
売
す
る
か
具
体
的
に

は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

南
木
曽
産
材
の
証
明
も
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

販
売
す
る
場
所
も
含
め
て

業
界
団
体
と
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

搬
出
間
伐
で
出
さ
れ

た
木
材
を
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
へ
の
活
用
に
つ
い
て
、

町
の
考
え
は
。

　
　

搬
出
間
伐
が
進
め
ば

木
材
の
供
給
が
増
え
、
受

け
皿
と
し
て
薪
へ
の
利
用

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

Q法
で

AQ考
え

A

Qこ
で

AQ町
の

A

　
　

搬
出
間
伐
材
は
、
桧

や
杉
が
多
く
、
火
力
が
低

い
な
ど
薪
へ
の
利
用
は
適

し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

木
質
ペ
レ
ッ
ト
な
ら
、
原

料
に
関
係
な
く
作
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
搬
出
さ
れ

る
木
材
を
使
っ
て
ペ
レ
ッ

ト
工
場
の
新
設
を
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　

平
成
29
年
度
に
行
っ

た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用

調
査
で
、
薪
・
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
に
約
3
割
の
町

民
が
興
味
を
示
し
ま
し
た

が
、
関
心
を
示
さ
な
い
方

は
、
薪
や
ペ
レ
ッ
ト
の
調

達
が
困
難
で
あ
り
、
高
齢

者
に
と
っ
て
は
薪
や
ペ
レ

ッ
ト
の
取
り
扱
い
に
心
配

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
現

在
は
、
検
討
に
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
　
　

木
質
バ
イ
オ
発
電

は
、
安
定
し
た
材
料
の
供

給
が
困
難
で
、
送
電
施
設

の
施
設
費
な
ど
の
問
題
で

断
念
し
ま
し
た
。
ス
ト
ー

ブ
や
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
と

な
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
は
、

ど
ん
な
樹
種
で
も
利
用
で

き
安
価
で
販
売
が
で
き
る
。

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
完

全
燃
焼
す
る
た
め
、
灰
が

ほ
と
ん
ど
出
ず
掃
除
な
ど

も
簡
単
で
あ
る
。
認
可
さ

れ
た
ペ
レ
ッ
ト
工
場
は
、

全
国
に
49
社
あ
る
が
、
長

野
県
に
2
社
、
岐
阜
県
に

1
社
し
か
な
い
。
こ
れ
か

ら
の
需
要
を
見
込
み
、
ペ

レ
ッ
ト
工
場
を
新
設
す
る

時
期
で
は
。

　
　

今
年
度
か
ら
森
林
環

境
譲
与
税
導
入
に
伴
い
、

森
林
経
営
管
理
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
令
和
5
年

ま
で
は
基
金
に
積
み
立
て
、

令
和
6
年
か
ら
税
金
の
徴

収
が
開
始
し
、
本
格
的
に

運
用
さ
れ
る
。
今
年
度
か

ら
す
べ
て
の
市
町
村
で
、

新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ

Qこ
と

A

意
見森

林
環
境
譲
与
税

Q

南
木
曽
産
材
の
利
用
を

ム
を
作
成
す
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
進
捗
状
況
を
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

木
曽
郡
で
は
地
域
振

興
局
林
務
課
が
中
心
と
な

り
、「
新
た
な
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
木
曽
広
域
連
携

検
討
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、

広
域
連
携
で
行
う
部
分
・

町
村
ご
と
で
行
う
部
分
の

洗
い
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　

こ
の
制
度
は
、
ど
の

よ
う
な
森
林
に
利
用
さ
れ

る
の
か
。

　
　

保
安
林
、
森
林
組
合

が
立
て
た
森
林
経
営
計
画

に
入
っ
て
い
る
森
林
以
外

の
私
有
人
工
林
や
広
葉
樹

林
、
竹
林
な
ど
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
　

今
後
、
町
内
の
森
林

整
備
を
ど
の
よ
う
に
行
う

か
、
町
の
考
え
は
。

　
　

今
ま
で
通
り
の
搬
出

間
伐
制
度
と
搬
出
間
伐
の

出
来
な
い
森
林
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
導
入
に
伴
う

森
林
経
営
管
理
制
度
の
両

方
の
制
度
を
使
い
町
内
の

森
林
整
備
を
実
施
し
た
い
。

て
い

AQる
の

AQかA

役場に設置されている
ペレットストーブ
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子どもたちの安心安全対策は
　　引き続き取り組みを行っていく

あすなろ荘の現状をどう見るか
　　組合とも相談しながら良い方向に進めたい

答

答

伊
藤　

寿
子 

議
員

　
　

最
近
、
川
崎
市
で
起

き
た
凶
悪
な
殺
傷
事
件
や

大
津
市
で
起
き
た
突
発
的

な
事
故
に
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
命
が
失
わ
れ
る
と

い
う
、
大
変
痛
ま
し
い
事

件
や
事
故
が
多
発
し
て
い

る
が
、
町
内
各
学
校
・
保

育
園
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
問
う
。
不
審
者
の
侵
入

に
対
す
る
対
策
は
。

　
　

小
中
学
校
は
、
緊
急

事
態
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

あ
り
、
火
災
・
災
害
・
交

通
事
故
等
の
対
応
方
法
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
は
、
不
審
者
へ
の
対

応
方
法
も
あ
り
、
不
審
者

の
確
認
か
ら
児
童
生
徒
の

安
全
確
保
ま
で
の
対
応
内

容
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
常
的
に
学
校
関
係
者
以

外
の
来
訪
に
は
注
意
し
て

い
ま
す
。

　
　

突
然
の
侵
入
者
に
対

す
る
、
先
生
の
対
応
や
道

具
な
ど
の
準
備
は
。

　
　

侵
入
者
へ
の
声
か
け

か
ら
、
退
去
を
求
め
る
ま

で
の
手
順
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
教
室

に
「
さ
す
ま
た
」
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

さ
す
ま
た
の
使
い
方

は
訓
練
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

使
用
す
る
場
合
は
、

必
ず
複
数
で
対
応
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

町
に
は
南
木
曽
町
交

番
や
消
防
署
も
あ
る
の
で
、

地
域
と
も
連
携
し
な
が
ら

防
犯
訓
練
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

　
　

防
犯
教
室
に
つ
い
て

は
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
交
番
や
木
曽
警
察
署

と
も
連
携
し
な
が
ら
情
報

の
共
有
化
を
図
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
防
犯
カ
メ
ラ

に
つ
い
て
も
各
学
校
・
保

育
園
に
複
数
個
所
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

子
ど
も
た
ち
へ
の

教
育
は
、
防
犯
意
識
を
高

め
る
た
め
に
も
必
要
だ
と

思
う
。
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険
予

知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
も
活

用
し
な
が
ら
、
訓
練
の
実

施
も
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
「
放
課
後
子
ど
も
教

室
」
の
安
全
対
策
は
。

　
　

子
ど
も
た
ち
の
迎
え

は
必
ず
親
に
引
き
渡
す
こ

と
、
サ
ポ
ー
タ
ー
は
4
〜

5
人
体
制
で
、
体
育
館
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
移
動
す
る

場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
2
名
ず

つ
付
き
添
う
こ
と
、
緊
急

時
は
学
校
や
教
育
委
員
会

へ
の
連
絡
を
行
う
な
ど
の

体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
　
「
安
心
の
家
」
の
現

在
は
。

　
　

平
成
19
年
に
始
ま
っ

て
現
在
は
33
軒
の
登
録
が

あ
り
ま
す
。

　
　

懇
談
を
す
る
な
ど
連

携
は
し
て
い
る
か
。

　
　

最
初
に
お
願
い
し
た

Qに
対

AQ具
な

A

Qは
訓

AQ
か

A

要
望

Q室
」

AQ在
は

AQ携
は

A

ま
ま
な
の
で
、
登
録
家
屋

の
見
直
し
な
ど
を
進
め
ま

す
。

　
　
　

早
く
連
携
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
も
周
知
す

る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

　
　

み
ど
の
旧
フ
ク
ヤ
横

の
横
断
歩
道
、停
止
線（
白

線
）
が
消
え
か
か
っ
て
い

る
が
。

　
　

早
急
に
対
応
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　

あ
の
坂
道
は
、
児

童
生
徒
の
通
学
路
だ
が
、

国
道
へ
出
る
に
も
便
利
な

の
で
交
通
量
も
多
く
危
険

で
あ
る
。
予
防
の
意
味
で

も
、
白
線
は
明
確
に
引
い

て
ほ
し
い
。
路
面
に
通
学

路
と
明
記
す
る
の
も
効
果

的
だ
と
思
う
。

要
望

Q

A要
望

　
　

昭
和
60
年
に
田
立
へ

建
設
開
所
、
平
成
21
年
に

改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
次

は
せ
せ
ら
ぎ
棟
を
中
心
に

改
修
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た

が
、
坂
下
病
院
の
縮
小
や
、

そ
の
ほ
か
の
理
由
に
よ
り

白
紙
に
な
っ
た
。
定
員
も

90
名
か
ら
80
名
に
減
り
、

給
食
費
用
の
高
騰
の
問
題

も
あ
る
。
町
は
、
松
塩
筑

木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合

の
理
事
者
で
あ
る
と
同
時

に
、
そ
の
施
設
の
あ
る
地

元
だ
が
、
町
の
考
え
は
。

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
現
状
で
す
が
、

町
に
と
っ
て
は
大
切
な
施

設
で
す
。
組
合
と
も
相
談

し
な
が
ら
良
い
方
向
に
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
知
恵
を
出
し
合

う
な
ど
一
緒
に
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

　
　
　

あ
す
な
ろ
荘
は
職

員
も
サ
ー
ビ
ス
も
良
く
、

何
よ
り
低
料
金
に
設
定
さ

れ
て
い
る
。
利
用
者
に
と

っ
て
は
大
変
あ
り
が
た
い

施
設
で
あ
る
。
絶
対
に
無

く
し
て
は
な
ら
な
い
。
行

政
・
議
会
・
住
民
と
、
組

合
が
一
丸
と
な
っ
て
勉
強

し
な
が
ら
方
法
を
模
索
し

た
い
と
思
う
。

Q元
だ

A

要
望

小
中
学
校
・
保
育
園
の
安
全
対
策
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
す
な
ろ
荘
の
現
状
は

小学校の教室に
備え付けられた「さすまた」
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説
明
概
要

現
計
画
は
、「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に

基
づ
き
、
町
の
実
情
に
応

じ
た
基
本
的
な
施
策
方
向

を
定
め
た
も
の
で
す
。

計
画
期
間
は
平
成
27
年

〜
平
成
31
年（
令
和
元
年
）

で
あ
り
、
今
年
度
見
直
し

て
令
和
2
年
〜
令
和
6
年

ま
で
5
年
間
の
計
画
策
定

を
行
い
ま
す
。

■
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

人
口
動
向
調
査
や
人
口

推
計
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
見
直
し
を
行
う
が
、
人

口
目
標
値
の
修
正
は
行
い

ま
せ
ん
。

■
総
合
戦
略

政
策
分
野
ご
と
の
基
本

目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ
お
よ
び
目

標
達
成
の
た
め
の
戦
略
見

直
し
を
行
い
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
計
上
予
算

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
見
直
し

支
援
、
政
策
分
野
ご
と
の

基
本
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
見

直
し
支
援
業
務
を
委
託
す

る
予
算
を
計
上
し
ま
す
。

町
観
光
協
会
の
拠
点
施
設

に
し
ま
す
。

土
地
の
取
得
は
土
地
開

発
基
金
を
利
用
し
、
建
物

の
整
備
修
繕
は
観
光
庁
の

観
光
資
源
化
支
援
事
業
の

補
助
金
を
利
用
し
ま
す
。

南
木
曽
町
地
域
医
療

支
援
事
業
補
助
金

説
明
概
要

坂
下
病
院
の
診
療
所
化

に
伴
い
、
地
元
の
医
療
機

関
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。

町
内
に
は
医
院
、
歯
科

医
院
が
開
業
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
医
師
の
高
齢
化
や

施
設
な
ど
の
老
朽
化
な
ど
、

存
続
に
支
障
と
な
る
要
因

も
進
行
し
て
い
ま
す
。

住
民
に
身
近
な
地
元
医

療
機
関
の
充
実
を
図
る
た

め
、
町
と
し
て
医
療
機
関

の
施
設
改
良
や
医
療
機
器

な
ど
の
購
入
に
つ
い
て
、

予
算
の
範
囲
内
で
支
援
し

て
い
く
事
業
で
す
。

Ｊ
Ａ
木
曽
妻
籠
出
張
所
の
取
得
及
び
利
活
用

説
明
概
要

今
年
5
月
末
に
閉
鎖
し

た
Ｊ
Ａ
木
曽
妻
籠
出
張
所

の
土
地
・
建
物
を
町
が
取

得
し
、
こ
の
7
月
に
法
人

化
し
て
発
足
す
る
南
木
曽

全
員
協
議
会

議
会
と
町
の
意
見
交
換（
6
月
13
日
・
20
日
）

質疑 JA木曽農協妻籠出張所の取得及び利活用関係
Q 建物は大変古いが、耐震は大丈夫なのか。
A 今回の補助事業には耐震化は入っていませんが、この建物は
保存物件ですので、保存事業の中で考えたいと思います。
Q 建物の立地条件は、観光協会の拠点として不便ではないか。
田原家・櫻井家を利用できないのか。
A 田原家・櫻井家の施設は観光交流施設であり、研修や地域の
集まり、イベントなどに使用する予定です。
Q 法人化した観光協会の運営内容などの計画はできているか。
A 7月に設立して運営を始めます。
Q 観光資源化支援事業の内容は。
A 施設の整備、多言語案内、Wi-Fi スポット、トイレ整備など
です。補助率は2分の1で、約1000万円の事業費です。
Q 観光協会は何人体制で運営するのか。
A 開設当初は3人くらい必要だと考えています。観光協会は妻籠
を中心に南木曽町全体の観光の PRなどを担い、妻籠財団は妻籠
宿の保存などを担うことになると考えています。

質疑 地方創生総合戦略見直し関係
Q 業務委託となっているが、シミュレー
ションなど予算をかけてまでやる必要が
あるのか。
A RESAS（リーサス）という、国の官民
ビッグデータを活用して、時間帯におけ
る人口や細かい移動人口など分析業務を
委託して進めていきたいと考えています。
可能な範囲は職員で行い、経費削減に努
めていきます。
Q 平成30年度の報告書の公表時期は。
A 6月18日の検証会議で評価をしてい
ただき、見直しを行ったうえで、7月頃町
ホームページで公表します。
Q どの分野を集中的に見直したいかな
ど、町として腹案はあるのか。
A 町としては、第10次総合計画の重点
施策にもあるように、移住定住・人口減
対策に力を入れていきたいと考えていま
す。6月18日の検証会議で評価をしてい
ただき、9月の戦略会議で改めて検討して
いきます。
意見 住民にとっての需要など、しっか
りと住民と向き合い結果を残していただ
きたい。人口増につながるような施策を
お願いしたい。

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
見
直
し

JA木曽妻籠出張所
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保
育
園
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て

説
明
概
要

教
育
委
員
会
が
町
保
育

所
審
議
会
に
保
育
園
の
あ

り
方
に
関
す
る
諮
問
を
行

い
、
今
年
1
月
に
答
申
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は

「
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
個
性
を
尊
重
し
、
主

体
的
に
生
き
て
い
く
た
め

の
基
礎
と
な
る
力
を
育
む

こ
と
」
を
保
育
理
念
と
し

て
、
基
本
的
に
審
議
会
答

申
を
尊
重
し
て
保
育
園
統

合
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

答
申
内
容
は
、
2
年
後

の
4
月
を
目
途
に
統
合
準

備
を
進
め
る
こ
と
、
保
護

者
や
こ
れ
か
ら
の
利
用
者

の
希
望
を
把
握
し
て
保
育

体
制
や
保
育
環
境
の
向
上

を
目
指
す
こ
と
、
施
設
は

統
合
園
に
読
書
保
育
園
を

使
用
し
、
蘭
と
田
立
の
保

育
園
は
子
育
て
支
援
施
設

と
し
て
活
用
す
る
な
ど
で

す
。

質疑 保育園の今後のあり方について
※●は、議員より出された意見

保育園のあり方
Q 少子化が進む中で今後の保育園のあり方、未
満児保育の問題をどう捉えるか、保護者の不安が
どこにあるのかなど、総合的に議論されているか。
A 増加する未満児保育への対応、家庭で見てい
る親への対応も必要といった視点で議論をしてきまし
た。
Q 幼児教育の中で、保育園で身に付けるべき最
低限の力とはどんなものか。
A 社会に出ていく力、自制心や回復力、創造力
などと考えています。
Q 説明された資料の中のこれから南木曽町の保
育園の姿は、これまでのことかこれからのことか。
A これまでもそういう視点で取り組んできまし
たが、今後、更に大人数の関わりの中で期待する
面もあります。
●この町で必要とされる保育園、幼保教育に対し、
どのようなサービスが提供できるかを考えていか
なくてはならない。
●ひとつの保育園の適正園児数が何人かは分から
ないが、小学校に入る前段階で、ある程度の園児
数の中で育つことは必要ではないか。
●教育委員会の示しているのは統合して大勢の子
ども達の中で育っていくというのが理想だという
ことだ。

保育園の場所
●5年前の梨子沢災害のとき、読書保育園の脇まで
土砂が迫った。イエローゾーンの中にある。この状
況は堰堤を作っても変わってはいないと思う。
●答申書の「町のほぼ中心に位置する地理的条件」
というのは、距離的に中心なのか、役場があると
ころが中心なのか、時間的な中心なのか。そういっ
た調査も必要では。
●候補地としての議論は前々からある。町有地で
金がかからない土地があれば一番いいが、そうし
たところも調べて報告して欲しい。
●読書保育園は交通安全上も非常に危ない場所で
ある。国道からの出入りを考えれば、地理的中心
地にもって行くべきではないか。

経費に関して
Q これまで議会の承認を得て耐震改修をしてき
た。耐震化費用の概算は。
A H25～H28に仮園舎改修を含めた金額は、
総額で計約3億9800万円です。
Q 1園になった場合には経費はどの様になるの
か。新たなサービスも含め話題として経費関係の
資料提出を願う。
A 統合した場合の園児の送迎や園運営の体制な
どについては、今後示していきたい。

統合について
●H16の答申を受けて妻籠は読書保育園に部分
統合した。H22に1園統合が望ましいという答申
が出たが統合しなかった。当時の妻籠の関係者は
妻籠保育園の統合が良かったのかと思っている。
●人数の推移を見れば統合は賛成だが、場所は読
書保育園ではダメだと思う。
●保育園の統合と民営化は大きな流れの中のひと
つだ。
●園児数が確実に年を追うごとに減少傾向だ。こ
れだけをみれば統合は、いずれはやむを得ないの
かと思う。
●いずれ統合はしたほうがいいが、もう少し議論
してもいいのではないか。
●統合について、いまの状況では必要ないのでは。
●働く保育士の環境も十分考慮してほしい。

議論の進め方
●保護者の立場、地域住民の立場いろいろある。
もう少ししっかり考えて、いろんなニーズを把握
しながら進めて行ってもらいたい。
●未満児、通園の問題、場所などについて、いま
の段階では住民の理解は得られていない。納得し
ていないと思う。
●田立と蘭は読書まで遠く、かつ安全ではないか
ら統合は賛成だが場所はダメだ、という声がある。
地理的条件の良いところへという声があれば､また
考えが違ってくる。そんなことも調査して欲しい。
●教育委員会資料にあるが、「今後、町議会をは
じめ地域住民、保護者の皆さんと積極的な意見交
換をすすめ、よりよい保育園のあり方を模索した
い」ということだ。
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質疑 空家対策事業関係
Q 建物の金額と補助率は。
A 建物については、田原家が
2150万円、櫻井家が770万円で、
補助金はそれぞれ2分の1です。
Q 図面を見ると裏側が空地だ
が、アンテナショップ・野菜販売
等利用目的から考えれば、建物を
もう少し後ろに下げられないか。
A 妻籠地域振興協議会の総会で
も意見が出ましたが、町並みの連
続性を維持する観点から建物の表
面を合わせたいと考えています。
Q 車は裏へ入れるのか。
A 軽トラックは横から進入ができ
ます。
Q 管理はどうするのか。
A 田原家は、公益財団法人妻籠
を愛する会の所有です。櫻井家は
町の所有ですが、管理については
財団に委託したいと考えています。

Q 地元の建築材を使わないの
か。
A 予算の関係で材料費を抑えて
いますが、今後検討させていただき
ます。
Q 田原家は宿泊施設ではないの
にシャワー室が必要か。
A 夏場、インターンシップの学生
などの利用を考えると必要と判断し
ました。所有者である財団からの要
望でもあります。

意見 同じような施設であり、櫻井
家では財団に委託管理料を払い田
原家では財団に一割負担してもらう
という理解しにくい部分がある。今
後も検討が必要では。
建築材料については、これから

「地元産材の使用を推進していこ
う」としている流れに逆行している。

婚
活
イ
ベ
ン
ト
参
加

へ
の
助
成
事
業

説
明
概
要

人
口
減
少
、
晩
婚
・
未

婚
化
な
ど
に
よ
り
出
生
数

の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

町
の
結
婚
支
援
事
業
と

し
て
婚
活
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
費
助
成
事
業
を
新
た

に
設
け
、
交
流
の
機
会
を

増
や
す
支
援
を
行
い
ま
す
。

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

9
月
補
正
予
算
で
審
議
を

お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

空
家
対
策

（
田
原
家
・
櫻
井
家
）

説
明
概
要

空
家
化
し
て
い
く
宿
場

の
町
並
み
を
ど
う
保
存
し

て
い
く
か
、
地
域
の
生
活

環
境
や
住
民
、
観
光
客
の

安
全
を
ど
う
確
保
し
て
い

く
の
か
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
中
で
、
対
応
策
を
検

討
し
て
き
た
結
果
「
国
の

空
家
対
策
特
別
措
置
法
」

に
よ
り
創
設
さ
れ
た
「
空

家
対
策
総
合
支
援
事
業
」

の
導
入
を
図
り
、
関
係
機

関
と
も
協
議
を
重
ね
て
き

た
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、

田
原
家
改
修
工

事
・
櫻
井
家
跡

地
利
活
用
事
業

で
総
事
業
費
と

し
て
３
１
０
０

万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

質疑 婚活イベント参加への助成事業関係
Q　事業の主目的は少子化対策である。町の不妊
治療助成の条件となっている「住民登録から1年
以上経過しないと助成が受けられない」というの
は、少子化対策として問題があるのでは。
A 内部で検討を進めていますので、早急に結論
を出したいと思います。
Q　婚活イベントは民間で行うものも対象となるのか。
A 基本的には、対象となります。

リニア新幹線対策特別委員会は、全議員の参加
で、今年度これまでに３回開催しました。
4月 4日：今年度活動方針について、リニア関連リ
スク削減などの協議。
4月25日：協定書・確認書の案について町と意見交
換。
6月 5日：阿智村議会のリニア対策特別委員会と３
回目の情報交換会を開催。

・各議会の委員会活動状況報告
・意見交換では、阿智村のＪＲ東海との確認書と南
木曽町で検討中の確認事項についての考え方、
阿智村での盛土に関する研修への感想、地域振
興への取り組みなど、共通の課題について多く語
られ、引き続き交流を行うことも確認されました。

今年度の開催状況
町に対して以下の主旨の意見と提言を６月本会議
で行いました。
●工事が始まっている岐阜県山口工区に関しては、
妻籠水源の対策について、万が一の対応などの
ために確認書および別途文書の作成が急がれる。
大山・蘭簡水も同様に対応すること。

● JR東海、鉄道・運輸機構、企業体へは、工事中の
環境保全と安全確保の履行や、地域（地元）との
連携を大切にすることのほか、地域振興、経済活
性のため、地元企業の利用、地元消費などについ
ても別途文書を作成して具体化する必要がある。
●阿智村との交流については、リニア関連だけでな
く、観光経済も含め広域的で多面的な交流が望ま
れる。 文責・北原委員長

町への意見と提言

議会リニア新幹線対策特別委員会報告議会リニア新幹線対策特別委員会報告
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聞いて

私の思い
与川地域づくり協議会
会　長

植村　富士男さん

木
曽
郡
消
防
ポ
ン
プ
操
法
・
ラ

ッ
パ
吹
奏
大
会
が
、6
月
23
日
（
日
）

に
南
木
曽
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
幸
い
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
選
手
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
訓

練
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
若
者
の
キ
ビ
キ
ビ

し
て
い
て
一
生
懸
命
な
姿
は
、
い
つ

見
て
も
本
当
に
清
々
し
く
気
持
ち
の

良
い
も
の
で
す
ね
。

ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
関
係
者
の

方
々
も
地
元
開
催
と
い
う
こ
と
で
大

勢
か
け
付
け
、
か
た
ず
を
呑
ん
で
見

守
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

編
集
後
記

第
3
分
団
ポ
ン
プ
車
操
法
、
第

2
分
団
小
型
ポ
ン
プ
操
法
そ
し
て
ラ

ッ
パ
吹
奏
。
い
ず
れ
も
長
期
間
の
訓

練
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま

た
、
選
手
を
支
え
て
く
れ
た
団
員
の

皆
さ
ん
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
本
当
に

ご
苦
労
様
で
し
た
。
第
3
分
団
優
勝

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
県
大
会

で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

編
集
委
員坂本　

　

満 

近
藤　
　

隆

伊
藤　

寿
子 （
記
）

早
川　

親
利

与
川
、
頑
張
っ
て
ま
す
！

与
川
の
大
区
長
に
な
っ
て
、
1
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
地
区
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
3
名
の
区
長
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
て
、
今
ま
で
何
と
か
や
っ
て
き
ま

し
た
。

与
川
は
、
他
の
6
地
区
に
比
べ
る
と
軒
数

が
一
番
少
な
い
区
で
す
。
近
年
、
少
子
高
齢

化
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
が

少
な
く
な
り
、
行
事
が
続
か
な
く
な
っ
た
」

な
ど
と
聞
き
ま
す
。
与
川
も
例
外
で
な
く
、

ど
ん
ど
ん
焼
き
を
今
ま
で
保
護
者
の
方
で
運

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
減
少
に
伴

い
運
営
が
困
難
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
三
十
数
年
続
け
て
き
た
行
事
な

の
で
、
何
と
か
続
け
て
い
こ
う
と
各
区
で
相

談
し
て
、
一
般
の
人
も
多
く
参
加
で
き
る
よ

う
に
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
主
体
と
な
り
数

年
程
前
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

人
が
少
な
く
な
っ
た
か
ら
行
事
を
や
め
て

し
ま
う
の
で
は
な
く
、
色
々
問
題
も
あ
る
か

と
は
思
い
ま
す
が
、
少
な
い
な
り
に
も
皆
さ

ん
で
考
え
て
、
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

与
川
に
は
、
他
の
地
区
に
な
い
行
事
や
会

が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
「
農
休
み
」
で
す
。
始
め
は
専
業

農
家
の
人
が
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
数
十
年

前
か
ら
分
館
が
主
体
と
な
り
、
1
日
楽
し
く

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
し
て
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
婦
人
会
と
青
年
会
で
す
。
二

つ
と
も
歴
史
の
あ
る
会
で
、
与
川
の
行
事
に

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
団
体
で
す
。
分
館
行

事
や
お
祭
り
、
観
月
会
な
ど
様
々
な
行
事
で

積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

与
川
も
年
々
軒
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

議会の傍聴にお越しください議会の傍聴にお越しください

続けていくことが大事

定例会は年4回（3月・6月・9月・12月）開催されます。
詳しい日程などについては、音声告知端末放送、ケーブル
テレビなどでお知らせしています。
※6月の議会は2日間で延べ53人の傍聴がありました。２０日
には、小学校6年生４１名・職員３名が傍聴席で見学しました。
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